
11
November

● あいあいタクシー　11／2から運行開始 
● 保育所（園）入所児などの募集 
● 「かんたんフィットネス」の会員募集 
● 造林補助の追加募集 
● 11／3（火・祝）　忠八祭り開催 

11月号の 
主な内容 

〈平成21年10月1日現在〉 

●人口 20,260 人 （前月比＋1人） 
　　男： 9,730 人 
　　女： 10,530 人 

●世帯数 7,045世帯 （前月比＋11世帯） 

2 0 0 9  vol .4 4

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 

平成21年度香川県消防操法大会 
＝関連記事5ページ 
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デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
（
ま
ん
の
う
町
デ
マ

ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
愛
称
）」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
広
報
ま
ん
の
う
８
月
号
（
２
、３

ペ
ー
ジ
）
や
10
月
号
（
２
、３
ペ
ー
ジ
）
で
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
２
日
か
ら
の

運
行
を
前
に
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
う

一
度
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
向
き
な
の
は
、
時
間

に
余
裕
が
あ
っ
て
、
低
料
金
で
交
通

機
関
を
利
用
し
た
い
人

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
簡
単
に
言
え

ば
、
１
台
の
タ
ク
シ
ー
（
９
人
乗
り
）
に
み

ん
な
で
乗
り
合
わ
せ
て
、
お
の
お
の
の
、
町

内
の
目
的
地
に
行
く
交
通
手
段
で
す
。
そ
の

た
め
、
利
用
者
が
一
人
で
あ
れ
ば
早
く
目
的

地
に
着
き
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
複
数
人
で

利
用
す
る
の
で
、
予
定
し
て
い
た
到
着
時
間

よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
個
人
宅
以
外
の
町
内
の
場

所
に
は
、
ど
こ
へ
で
も
１
回
の
乗
車
に
つ
き

３
０
０
円
（
乗
り
継
ぎ
を
し
た
場
合
を
含
み

ま
す
。）
と
い
う
他
の
交
通
機
関
よ
り
も
低
額

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
的
地
に
予
定
し
た
時
刻

ぴ
っ
た
り
に
到
着
し
た
い
場
合
は
、
一
般
の

タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
方

が
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
の
仕
方

①
事
前
登
録
（
無
料
） 

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
、

ま
ず
利
用
者
の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
役

場
本
庁
や
各
支
所
、
美
合
出
張
所
、
商
工
会

の
窓
口
に
あ
る
「
利
用
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
受
付
窓
口
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
予
約
セ
ン
タ
ー
か
ら
申

し
込
み
内
容
の
確
認
を
郵
送
で
行
い
ま
す
の

で
、
記
載
内
容
の
ご
確
認
と
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
予
約
セ
ン
タ
ー
ま
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

の
利
用
者
事
前
登
録
は
完
了
で
す
。

②
乗
車
券
の
購
入

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
運
賃
を
現
金
で
は

な
く
、
規
定
の
乗
車
券
で
支
払
い
ま
す
。
こ

の
乗
車
券
は
、
１
冊
10
枚
つ
づ
り
３
、０
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
共
通
パ
ス
券
」
＝
写
真
＝

が
あ
り
、
こ
れ
を
使
う
と
１
カ
月
３
、０
０
０

円
で
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
と
琴
参
バ
ス
（
美

合
線
・
炭
所
線
）
が
乗
り
放
題
と
な
り
ま
す
。

こ
の
券
は
、
現
在
バ
ス
の
定
期
券
を
利
用
し

て
い
る
学
生
で

も
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
券

も
購
入
場
所
に

つ
い
て
は
、
広

報
ま
ん
の
う
10

月
号
（
３
ペ
ー

ジ
）
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
販
売
所
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
共
通
パ
ス
券
に
つ
い
て
は
、
券
の
受

け
取
り
が
後
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
販
売
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
予
約

　

予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
、
氏
名
、

自
治
会
名
、
利
用
す
る
日
と
時
間
帯
、
行
き

先
を
受
付
係
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

乗
車
し
て
思
っ
た
改
善
点
な
ど
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
11
月
２
日
か
ら

約
３
年
間
実
証
運
行
を
行
う
予
定
で
す
。
全

国
的
に
は
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
は
初
の
試
み

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
事
業
を
実
際
に

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
点
が
多
々

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用

さ
れ
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
利
用
し
た
際
の

感
想
や
改
善
点
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
の
声
を
蓄
積
し
、
今
後
に
生
か
し
て

い
け
ば
、
こ
の
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
よ
り

良
い
交
通
手
段
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

　

町
の
交
通
政
策
を
考
え
る
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　

共
に
町
の
公
共
交
通
体
系
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

あいあいタクシー予約センター 

�0877（58）8080
■利用したい便の出発30分前までに予約を。 
　※午前8時に出発する第1便は前日の午後

5時までに。1週間前から予約可能。 
■予約受付時間／午前8時30分～午後5時 
　※土日、祝日、年末年始を除きます。 

長
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た

「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
11
月
２
日
（
月
）
か
ら

実
証
運
行
を
開
始
し
ま
す
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造
林
補
助
制
度
・
女
性
議
会
議
員
募
集
・
忠
八
祭
り

　

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
次
の
よ
う
な
造
林

事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
造
林
補
助
金
の
優

遇
措
置
＝
下
記
補
助
率
参
照
＝
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
町
が
策
定
す
る
『
ま
ん
の

う
町
特
定
間
伐
促
進
計
画
』
に
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
造
林
事
業
計
画
が
記
載
さ
れ
、
計
画

ど
お
り
に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
補
助
採

択
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
造
林
事
業
の
種
類

① 

植
栽
事
業
（
平
成
21
〜
24
年
度
に
実
施
す

る
人
工
造
林
）

② 

下
刈
事
業
（
右
記
の
植
栽
に
対
し
て
平
成

21
〜
24
年
度
に
実
施
す
る
下
刈
り
）

③ 

除
間
伐
事
業
（
35
年
生
以
下
の
人
工
林
に

お
い
て
実
施
す
る
除
間
伐
）

　

そ
こ
で
、
有
利
な
補
助
金
の
優
遇
措
置
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
規
に
間
伐
な

ど
の
実
施
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
の
施
業
内

容
を
『
ま
ん
の
う
町
特
定
間
伐
促
進
計
画
』

に
掲
載
す
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
間
伐
な
ど
を
計
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
事
前

に
森
林
組
合
、
香
川
県
西
部
林
業
事
務
所
ま

た
は
町
産
業
経
済
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

県
独
自
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
所
は
保

安
林
や
主
要
な
水
源
・
河
川
の
上
流
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
優
遇
措
置
を
受
け
た
場
合
の
造

林
補
助
金
の
目
安
（
例
）

人
工
林
の
間
伐
（
本
数
率
で
30
％
以

上
間
伐
）

種　
　
　

別

１
ha
当
た
り
の
金
額

自
力
で
間
伐
作
業
を

実
施
し
た
場
合

約
13
万
円
程
度

森
林
組
合
に
間
伐
作

業
を
委
託
し
た
場
合

約
17
万
円
程
度

※ 

県
の
標
準
単
価
の
改
定
に
よ
っ
て
補
助
金

の
額
は
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※ 

補
助
金
交
付
申
請
の
際
に
、
別
途
森
林
組

合
の
申
請
手
数
料
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
（
補
助
金
支
払
い
時
に
精
算
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
西
部
森
林
組
合

　

薀
（
７
９
）
３
１
２
０

仲
南
町
森
林
組
合

　

薀
（
７
７
）
２
０
０
８

香
川
県
西
部
林
業
事
務
所

　

薀
（
７
３
）
２
３
４
７

ま
ん
の
う
町
産
業
経
済
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
５

第
１
回
ま
ん
の
う
町
女
性
議
会
の

議
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
女
性
議
会
」
が
平
成
22
年
１
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
役
場
本
庁
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
町
の
将
来
の

在
り
方
や
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、
環
境

な
ど
の
質
問
を
、
町
に
対
し
て
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
応
募
資
格
／
町
内
在
住
の
女
性
▽
募
集
定

員
／
若
干
名
※
応
募
人
数
多
数
の
場
合
は
、

選
考
の
上
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▽

募
集
期
間
／
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

期
間
限
定
の
有
利
な
造
林
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

ご
希
望
の
方
は
、
11
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
ご
相
談
を

補助率（最大93％） 

国（68％） 

県（10％）※ 

町（15％） 

この日は、 

二宮忠八飛行館の 

入館が無料!!

忠八祭り 
11月3日（火・祝）開催 

忠八祭り 
11月3日（火・祝）開催 

この日は、 

二宮忠八飛行館の 

入館が無料!!

【問い合わせ先】 
仲南産直市（仲南道の駅交流センター） 
　�（75）1994

※雨天中止 

　大和クレス株式会社の敷地 
内に臨時駐車場を設けていま 
すので、ご利用ください。 

▽忠八太鼓演奏と獅子舞演舞 
　会場／道の駅「空の夢もみの木パーク」（追上424番地1） 

▽第4回二宮忠八紙飛行機大会 
　会場／大和クレス株式会社敷地特設場（追上392番地1） 

時間 実施内容 
9：40～ 9：55 
10：00～10：30

忠八太鼓演奏 
獅子舞演舞 

時間 実施内容 
9：00～11：00 
9：15～11：00 
11：00～11：10 
11：15～12：00 
12：10～12：20

受付 
紙飛行機製作教室 
滞空時間コンテスト開会式 
紙飛行機滞空時間コンテスト 
表彰、閉会式 



4

保
育
所
・
幼
稚
園
・
預
か
り
保
育

▼入所資格
　町内に住所を有し、就学前までの児童で、父母（両親と別居している場合には児童の面倒をみている者）いずれもが、

次のような事情にあり、保育に欠ける児童。

　●家庭外労働をしている場合　　　●母親の出産などの前後（2カ月程度）の場合

　●家庭内労働をしている場合　　　●病人、障害者の看護を長期にわたって従事している場合

　●親のいない家庭の場合　　　　　●家庭の災害などのため復旧にあたっている場合

▼保育料
　入所児の扶養義務者（原則として両親）の前年分（21年分）所得税額および前年度分（21年度分）町民税額によ

り決定します。なお、入所児が第2子の4歳未満児や第3子以降の場合、減免措置があります。

▼提出書類
　保育所入所申込書（入所児一人につき１枚）

　※新入所児の場合は、入所申込受付日に渡しますので、必要事項をご記入押印の上、ご提出ください。

　【添付書類】①平成21年分の所得税額が分かる書類（源泉徴収票または確定申告書（控）など）

　　　　　　　②保育に欠ける証明書（就労証明書、民生委員による証明書など）

　　　　　　　　※添付書類で受付当日に用意できないものは、後日ご提出ください。

▼入所保育所（園）、申込受付日時・受付場所
　申請者の希望により選択できますが、入所定数を超える場合は、第2、第3希望の保育所（園）となります。
施設名（住所） 定員 設置者 保育時間 申込受付日（受付場所） 受付時間
琴南保育所
（造田1981） 60人

まんのう町

8:00～16:00（月～金）
8:00～12:00（土）
※ 希望により7:30から18:00
まで保育します。
　（土曜日は7:30～12:00）

12月14日（月）
（琴南保育所）

午前10時　　
　　～午後4時

仲南東保育所
（帆山744-23） 70人 12月15日（火）

（仲南東保育所）
長炭保育所
（炭所西778） 45人 12月16日（水）

（長炭保育所）
満濃南保育所
（吉野下1398） 90人 12月17日（木）

（満濃南保育所）

いろは保育園
（四條561-2） 120人 社会福祉法人

浄願福祉会　

7:00～19:00（月～金）
7:00～18:00（土）
※ 8:30以前、17:30以降の保育
については、園長に連絡する
こと。

12月18日（金）
（町役場本庁3階）

平成22年度幼稚園入園および預かり保育について
【入園対象児】
　3歳児（平成18年4月2日～平成19年4月1日生）・・・四条、満濃南、長炭幼稚園のみ（校区外の方も入園可）

　4歳児（平成17年4月2日～平成18年4月1日生）、5歳児（平成16年4月2日～平成17年4月1日生）

　※ 入園対象児のいる世帯に入園通知を11月中にお送りしますので、入園届に必要事項をご記入の上、

　　12月18日（金）までに幼稚園または教育委員会までご提出ください。

【保育料】　5,000円／ 1カ月　※ 第3子以降の在園児、二人在園世帯、当該年度の市町村民税の所得割が
非課税となる世帯および生活保護世帯には減免措置があります。

【給食費】　4,000円／ 1カ月
〈預かり保育について〉

　利用できる方は、次の①または②の要件を満たす方

　　①町内各幼稚園の園児で、保育終了後、保護者が労働などの理由により家庭での保育ができない者

　　②保護者に疾病その他の理由があり、家庭での保育が難しく、その理由を教育委員会が認めた者

【実施期間】　入園式翌日（3歳児は6月）から翌年3月31日までの月曜日～金曜日の午後2時から午後6時まで
　※夏休み、冬休み中は午前8時30分から午後6時まで

【利用料金】　5,000円／ 1カ月

【問い合わせ先】まんのう町教育委員会学校教育課　幼稚園・保育所担当薀（73）0108

平成22年度保育所（園）入所児募集

　　蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆
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県
消
防
操
法
大
会
・
浄
化
槽
水
質
検
査
・
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

平
成
21
年
度
香
川
県
消
防
操
法
大
会
（
財

団
法
人
香
川
県
消
防
協
会
、
香
川
県
主
催
）

が
９
月
13
日
、
香
川
県
消
防
学
校
（
高
松
市

生
島
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
ま
ん
の
う
町
消
防
団

（
登
録
選
手
８
人
、
上
写
真
）
が
出
場
し
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
行
う
消
防
操
法
は
、
施
設
や

設
備
、
人
員
を
活
用
し
て
災
害
な
ど
を
防
御
、

軽
減
す
る
た
め
、
消
防
吏
員
や
消
防
団
員
が

消
化
技
術
の
向
上
と
初
期
消
火
の
た
め
必
要

な
技
術
を
身
に
付
け
、
い
か
な
る
状
況
下
に

お
い
て
も
、
迅
速
、
確
実
、
か
つ
安
全
に
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
主
要
な
消
防
用
機
械
器

具
の
う
ち
、
特
に
反
復
訓
練
の
必
要
な
も
の

を
選
定
し
、
そ
の
操
作
と
取
り
扱
い
の
基
本

を
定
め
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
操
法
を
通

じ
消
防
人
と
し
て
の
心
構
え
を
培
い
、
消
防

活
動
に
必
要
な
「
心
・
技
・
体
」
の
基
本
を

養
う
も
の
で
す
。

　

今
大
会
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
使

用
し
た
も
の
と
、
持
ち
運
び
可
能
な
小
型
動

力
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
も
の
と
の
２
種
類
の

競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、国
が
定
め
た
「
消
防
操
法
の
基
準
」

と
「
消
防
訓
練
礼
式
の
基
準
」
を
踏
ま
え
た
「
香

川
県
消
防
操
法
大
会
実
施
要
領
」
に
基
づ
き
、

各
隊
員
の
操
作
要
領
・
行
動
・
動
作
全
般
と

放
水
ま
で
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
各
審
査
員
の
採
点
の
合
計
点
と
タ
イ
ム

得
点
で
順
位
を
争
い
ま
す
。

　

出
場
隊
員
は
、
指
揮
者
、
１
番
員
、
２
番

員
、
３
番
員
の
４
人
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
か

ら
20
ｍ
ホ
ー
ス
を
３
本
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
ホ
ー

ス
１
線
延
長
に
よ
る
放
水
体
勢
を
と
り
ま
す

＝
中
、
下
写
真
。

　

今
大
会
に
向
け
て
出
場
選
手
ら
は
、
仲
多

度
南
部
消
防
組
合
や
町
消
防
団
員
の
協
力
の

下
、
消
防
操
法
の
練
習
を
６
月
下
旬
か
ら
約

40
日
間
に
わ
た
り
行
い
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

大
会
直
前
期
に
は
連
日
、
厳
し
い
練
習
を

繰
り
返
し
、
そ
の
成
果
が
今
大
会
の
結
果
に

結
び
つ
い
た
よ
う
で
す
。

　

町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
消

防
団
。
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
月
に
浄
化
槽
の
水
質
検
査
が
実
施

さ
れ
ま
す

　

法
律
に
よ
り
、
浄
化
槽
の
使
用
者
は
、
毎

年
１
回
定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
知
事
指
定
検
査
機
関
で
あ
る

「
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
に
案
内
は
が
き

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
は
が
き
が
届
い
た
際
に

は
、
内
容
や
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、「
浄
化
槽

法
定
検
査
申
込
書
」
ま
た
は
「
浄
化
槽
設
置
後

等
の
水
質
検
査
連
絡
書
」
を
返
送
し
て
水
質

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
住
民
生
活
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
１

平
成
21
年
度
香
川
県
消
防
操
法
大
会

ま
ん
の
う
町
消
防
団　

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

準
優
勝

後列左3番目から三角勝彦さん、本屋敷崇さ
ん、岡坂守さん、宮地勝夫さん。前列左2番
目から高尾洋規さん、上地辰志さん、宮川
竜次さん、山本英志さん。

11月9日～15日

平成21年
秋季全国火災予防運動
～住宅防火、いのちを守る

７つのポイント～

３つの習慣
　①寝たばこは、絶対やめる。

　② ストーブは、燃えやすいものから離れ

た位置で使用する。

　③ ガスこんろなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

４つの対策
　① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警

報器を設置する。

　② 寝具や衣類、カーテンからの火災を防

ぐために、防炎品を使用する。

　③ 火災を小さいうちに消すために、住宅

用消火器などを設置する。

　④ お年寄りや身体の不自由な人を守るた

めに、隣近所の協力体制をつくる。
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国
民
年
金
・
控
除
証
明
書
・
日
本
年
金
機
構

年
金
を
受
給
す
る
に
は
、「
裁
定
請

求
」
と
い
う
手
続
き
が
必
要

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
25
年
の
資
格
期
間
を

満
た
し
た
方
が
65
歳
に
な
る
と
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
支

給
さ
れ
る
条
件
が
そ
ろ
え
ば
自
動
的
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
、

必
要
な
書
類
を
提
出
し
、「
裁
定
請
求
」
と

い
う
手
続
き
を
行
い
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

は
じ
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
条
件
を
満
た
す
方
に
は
、「
裁

定
請
求
書
」な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

25
年
以
上
の
加
入
期
間
が
あ
り
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
の
受
給
年
齢
（
老
齢
基
礎
年
金
で

は
65
歳
）
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
社
会
保

険
庁
か
ら
、
同
庁
が
管
理
し
て
い
る
年
金
加

入
記
録
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
印
字
し
た
「
裁

定
請
求
書
」
な
ど
の
書
類
が
、
受
給
年
齢
に

な
る
３
カ
月
前
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
前
送
付
さ
れ
た
裁
定
請
求
書
を
受

け
取
っ
た
方
は
、
印
字
さ
れ
た
内
容
を
確
認

し
、
漏
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
訂
正
す
る

な
ど
し
て
、
そ
の
裁
定
請
求
書
と
必
要
な
貼

付
書
類
を
指
定
さ
れ
た
場
所
（
市
区
町
村
役

場
や
社
会
保
険
事
務
所
）
に
郵
送
ま
た
は
来

訪
に
よ
っ
て
提
出
し
、
裁
定
請
求
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
期
間
が
25
年
未
満
の
方
に
は
、

は
が
き
が
届
き
ま
す

　

25
年
の
加
入
期
間
が
不
足
し
て
い
る
方
に

は
、
こ
の
裁
定
請
求
書
が
事
前
送
付
さ
れ
ず
、

か
わ
り
に
「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
と

い
う
は
が
き
が
社
会
保
険
庁
か
ら
、
受
給
年

齢
に
な
る
３
カ
月
前
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

加
入
期
間
が
25
年
未
満
で
も
裁
定

請
求
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

公
的
年
金
に
は
、「
カ
ラ
期
間
」
と
い
う
も

の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
期
間
と
は
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
25
年
の

資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金
の
加
入
期
間
を
合

わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基

礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
加
入
期
間
が
25
年
に

満
た
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
裁

定
請
求
の
手
続
き
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
が
自
分
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
役
場
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
な
カ
ラ
期
間

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
、
次
の
４
つ
の

期
間
の
う
ち
、
昭
和
36
年
４
月
以
後
（
20
歳

以
上
60
歳
未
満
）
の
期
間
で
す
。

① 

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶

者
で
あ
っ
た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間

② 

学
生
で
あ
っ
た
平
成
３
年
３
月
以
前
の
期

間
③ 

海
外
在
住
の
期
間
（
任
意
加
入
で
き
な
か
っ

た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間
を
含
み
ま

す
。）

④ 

厚
生
年
金
や
船
員
保
険
か
ら
脱
退
手
当
金

を
受
け
た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
期
間
（
昭

和
61
年
４
月
以
後
に
国
民
年
金
の
加
入
期

間
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

※ 

カ
ラ
期
間
は
、
障
害
や
遺
族
基
礎
年
金
の

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
を
判
定
す
る
場

合
に
お
い
て
も
、
同
様
に
計
算
の
対
象
と

さ
れ
ま
す
。

※ 
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
厚

生
年
金
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
昭

和
36
（
女
性
は
41
）
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
、
生
年
月
日
に
応

じ
60
歳
〜
64
歳
の
間
に
60
歳
台
前
半
の
老

齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す

　

証
明
内
容
は
、
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
の

納
付
額
と
当
年
中
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場

合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年
１
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
公
的
年

金
の
財
政
責
任
・
運
営
責
任
は
厚
生
労
働
省

が
担
い
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
と
人
員
を
一

新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
担
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど

の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
の
年
金
受
給
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０
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国
保
財
政
・
出
産
育
児
一
時
金
・
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

平
成
20
年
度
の
歳
入
総
額
は
23

億
３
、１
４
１
万
９
、８
６
１
円
、
歳
出
総
額

は
22
億
３
、０
５
９
万
７
、３
４
４
円
で
、
１
億

82
万
２
、
５
１
７
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
収
支
差
引
残
額
は
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
、
す
な
わ
ち
各
年

度
の
黒
字
分
を
積
み
立
て
て
き
た
お
金

１
億
３
、
８
１
０
万
６
、
９
８
２
円
を
取

り
崩
し
た
結
果
で
あ
り
、
こ
の
繰
越
金

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
平
成
20
年
度
は

３
、７
１
７
万
７
、３
０
４
円
の
赤
字
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
医
療

費
の
増
加
や
、
長
引
く
不
況
と
高
齢
化
に
よ

る
国
保
税
の
減
少
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
被
保
険
者

数
は
、
平
成
19
年
度
の
５
、
１
２
３
人
に
対

し
、
平
成
20
年
度
は
５
、１
３
５
人
と
、
ほ
ぼ

横
ば
い
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
20
年

度
の
被
保
険
者
の
医
療
費
総
額
（
被
保
険
者

と
町
が
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
金
額
）
は
18

億
７
、６
７
６
万
９
、４
９
４
円
で
、
平
成
19

年
度
の
18
億
６
、２
５
４
万
２
、２
９
５
円
と

比
較
す
る
と
、
約
０
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
保
会
計
の
収
入
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
保
税
の
ほ

か
、
大
半
を
外
部
か
ら
の
資
金
（
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
や
国
、
県
）
で
賄
い
、

支
出
の
大
半
は
保
険
給
付
費
が
占
め
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
の
安
定
化
に
は
、
税
収
確

保
と
医
療
費
削
減
が
必
要

　

こ
れ
か
ら
の
国
保
財
政
を
安
定
さ
せ
る
に

は
、
収
入
面
で
は
外
部
資
金
比
率
の
縮
小
、

す
な
わ
ち
国
保
税
収
に
よ
る
財
源
の
確
保
と
、

支
出
面
で
は
保
険
給
付
費
の
減
少
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
健
康
診
査

の
受
診
や
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
２
４

平
成
21
年
10
／
1
〜
平
成
23
年
3
／
31

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
と
支
給

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
42
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
産
科
医
療

補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
病
院
な
ど
で

出
産
し
た
場
合
、
支
給
額
は
39
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

手
続
き
は
病
院
な
ど
で
行
い
、
町
か
ら
病

院
な
ど
に
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接
支
給
し

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
病
院
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希

望
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
出
産
後
に
町
か
ら

出
産
育
児
一
時
金
を
受
け
取
る
従
来
の
方
法

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国
保
事
業　

平
成
20
年
度
歳
出
総
額
22
億
３
、０
５
９
万
７
、３
４
４
円

国
保
財
政
の
早
期
安
定
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す

平成20年度国民健康保険特別会計歳入 
歳出決算の状況 

歳出の内訳　総額：22億3,059万7,344円 

歳入の内訳　総額：23億3,141万9,861円 

社会保険診療報酬 
支払基金交付金 
33.2％ 

国庫支出金 
22.3％ 

国保税 
17.7％ 

共同事業交付金 
12.4％ 
共同事業交付金 
12.4％ 

繰入金  4.2％ 
県支出金  4％ 

その他 
6.2％ 

保険給付費 
69.7％ 

共同事業拠出金 
12.1％ 
共同事業拠出金 
12.1％ 

後期高齢者支援金等 
9.5％ 
後期高齢者支援金等 
9.5％ 

介護納付金  4％ 

老人保健拠出金  2.6％ その他  2.1％ 

健康づくり講演会（無料）を
開催します

▼ 日時／ 11月10日（火）午後１時
30分～午後３時※午後１時開場

▼ 会場／丸亀市綾歌総合文化会館（ア
イレックス、丸亀市綾歌町栗熊西

1680）

▼ 内容／メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）の予防に焦点を

当てた、科学的根拠に基づく健康維

持の秘訣の伝授。最新情報かつその

日から実践できる方法の紹介。

▼ 講師／久野譜也先生（筑波大学准教
授。テレビ番組「ためしてガッテン」

や「きょうの健康」、「最終警告！た

けしの本当は怖い家庭の医学」など

に出演。）

▼ その他／事前申し込み不要。直接ご
来場ください。

【問い合わせ先】
まんのう町健康増進課

　薀（73）0126
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貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

貯
筋
講
座

　

体
重
や
筋
肉
量
、
脂
肪
量
な
ど
の
体
組
成

を
測
定
し
な
が
ら
、
運
動
と
食
事
の
両
面
か

ら
体
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
約
４
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。
二
人
の
数
値
の
変
化
を
表
し
た

の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
図
１
、２
で
す
。

数
値
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
感
覚
も

大
切

　

Ａ
さ
ん
の
場
合
、
数
値
上
は
小
さ
な
変
化

で
す
が
、
体
感
的
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
山
登
り
を
し
て
も
疲
れ
に
く

く
な
り
、
何
よ
り
自
分
自
身
の
脚
で
し
っ
か

り
と
歩
い
て
い
る
感
覚
が
あ
る
そ
う
で
す
。

2
カ
月
目
か
ら
始
め
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
成
果
が
出
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
数

字
で
は
な
か
な
か
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
も
、
体
感
的
に
変
化
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
十
分
な
成
果
で
す
。

義
務
的
に
で
は
な
く
、
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
の
が
コ
ツ

　

Ｂ
さ
ん
の
場
合
、
最
初
の
２
カ
月
間
の
急

激
な
体
重
減
少
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
頑
張
り
過
ぎ
な

い
」「
楽
し
み
な
が
ら
」
で
し
た
。
数
値
結
果

だ
け
で
な
く
、
体
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
、

義
務
的
に
生
活
改
善
を
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
意
識
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
ど
う
し

て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え

は
、
無
理
が
生
じ
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
生
活
を
築
く
た

め
の
生
活
改
善
が
、
不
健
康
な
生
活
を
招
く

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

二
人
に
は
再
び
一
週
間
分
の
食
事
記
録
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、
内
容
の
変
化
を
見
ま
し

た
。

　

Ａ
さ
ん
は
外
食
時
の
メ
ニ
ュ
ー
選
び
に
失

敗
し
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。「
う
ど
ん
の
お
か
ず
は

お
に
ぎ
り
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
単
品
で
は

な
く
で
き
る
だ
け
定
食
を
選
ぶ
よ
う
に
す
る

こ
と
で
主
菜
・
副
菜
も
そ
ろ
っ
た
食
事
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
Ｂ
さ
ん
は
揚
げ
物
や
肉
料
理
中

心
の
食
事
が
目
立
ち
ま
し
た
。
魚
料
理
の

回
数
を
増
や
し
、
肉
と
魚
を
１
対
１
の
割
合

で
摂
取
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
Ｂ

さ
ん
の
体
型
の
場
合
、
１
回
の
御
飯
の
量
は

２
０
０
グ
ラ
ム
必
要
で
す
。
主
食
は
減
ら
さ

ず
、
主
菜
の
内
容
や
調
理
法
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

う
つ
ぶ
せ
の
姿
勢
で
背
中
と
お
尻
を
鍛
え

る
　

背
中
と
お
尻
を
鍛
え
る
の
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
姿
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
非
常
に
重

要
で
す
。
今
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
う
つ

ぶ
せ
の
姿
勢
で
腕
や
脚
を
持
ち
上
げ
る
の
で
、

安
全
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

指
先
か
ら
足
先
ま
で
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
よ

う
両
手
両
足
を
伸
ば
し
、
う
つ
ぶ
せ
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
頭
を
上
げ
て
前
方
を

見
る
よ
う
に
す
る
と
、
首
や
腰
に
負
担
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
真
下
を
見
て
お
で
こ

を
つ
け
る
よ
う
な
姿
勢
を
と
り
ま
す
。

② 

左
手
で
床
を
支
え
、
右
手
を
斜
め
前
方
に

伸
ば
す
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

斜
め
前
方
に
伸
ば
し
た
右
手
と
反
対
側
の

左
脚
を
軽
く
上
げ
ま
す
。
意
識
す
る
部
位

は
、
背
中
か
ら
お
尻
全
体
で
す
。
こ
の
際
、

腰
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
腰

を
無
理
に
反
ら
し
た
り
、
あ
ご
を
上
げ
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

右
手
と
左
脚
を
ゆ
っ
く
り
と
戻
し
、
次
は

右
手
で
床
を
支
え
、
左
手
を
斜
め
前
方
に

伸
ば
し
な
が
ら
、
右
脚
を
軽
く
上
げ
ま
す
。

こ
の
動
作
を
５
〜
10
回
程
度
繰
り
返
し
ま

す
。
負
荷
を
軽
く
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

腕
だ
け
、
ま
た
は
脚
だ
け
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

数
値
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
時
に
は
「
自
分
」
に
問
い
掛
け
て
み
る

0

10

20

30

40

50
55

0

10

20

30

40

50

60

70

80

体重 

筋肉量 

脂肪量 

7月 5月 8月 9月 （㎏） 

体重 

筋肉量 

脂肪量 

7月 5月 8月 9月 （㎏） 

51.5 51.55 50.2 49.9

35.4 35.45 35 34.5

14.05 13.95 13.1 13.35

77.25
69.5 67.55

70.45

57 55.6 54.8 55.9

17.15
10.85 9.75 11.5

図1　Aさんの場合 

図2　Bさんの場合 
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か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
英
会
話
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　

11
月
２
日
か
ら
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
２
階
に
あ
る
「
健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム
」

（
旧
視
聴
覚
室
）
で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

改
善
を
目
的
に
、
軽
運
動
な
ど
が
で
き
る
「
か

ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
最
新
の
情
報
技
術

を
駆
使
し
、
個
人
の
体
質
に
適
合
し
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
専
属
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
自
身

の
体
質
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
施
設
内
に

設
置
さ
れ
た
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
＝
左
上
写
真
＝

や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
＝
左
下
写
真
＝
を
使
用
す

る
有
酸
素
運
動
、
器
具
＝
右
下
写
真
＝
を
使

用
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
さ
ら
に
、
家

庭
で
も
実
践
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
こ
の
会
員
に
な
る
に
は
、
ま
ず
事
前
の

施
設
見
学
と
体
験
が
必

要
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
11
月

の
無
料
体
験
期
間
に
お

試
し
く
だ
さ
い
。
予
約

は
不
要
で
す
。
そ
の
際

に
は
、
運
動
が
で
き
る

服
装
や
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
（
水
や
お
茶
）
な
ど
を
ご
持
参

の
上
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

※
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

■
会
費

　

月
額
１
、２
５
０
円
（
税
込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム

（
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　

薀
（
７
３
）
２
７
０
６

「
ハ
ロ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
ブ
」
参
加
者
募
集

　

長
尾
会
館
で
は
毎
週
金
曜
日
、
中
学
生
以

上
（
初
心
者
レ
ベ
ル
）
の
方
を
対
象
に
英
会

話
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ケ
ビ
ン
先
生
と

一
緒
に
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
英
会
話

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
い
内
容
や
見
学
希
望
、
入
会
希
望
の

方
は
事
前
に
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽ 

日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜

午
後
８
時
30
分

▽ 

場
所
／
長
尾
会
館
（
ま
ん
の
う
町
長
尾

１
５
８
２
番
地
）

▽
費
用
／
資
料
印
刷
代
実
費

■
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

▽
名
前
／K

evin

C
urtis

（
ケ
ビ

ン
・
カ
ー
チ
ス
）

▽
出
身
地
／
ア

メ
リ
カ
・
ユ
タ

州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー

▽
身
長
／
１
９
６
㎝

▽
趣
味
／
山
岳
ス
キ
ー
、
音
楽
鑑
賞

▽ 

好
き
な
食
べ
物
／
い
ち
ご
大
福
、
広
島
風
お

好
み
焼
き
、
す
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
尾
会
館　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門
講
座

（
無
料
）
受
講
生
募
集

　

サ
ン
バ
や
ボ
サ

ノ
バ
、
カ
ー
ニ
バ

ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
、
肉
料

理
シ
ュ
ラ
ス
コ
な

ど
ブ
ラ
ジ
ル
に
は

す
て
き
な
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
話
さ
れ
て
い
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
陽
気
な
女

性
講
師
と
楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
日
３
年
目
な
の
で
日
本
語
も
分
か
り
、
初

心
者
の
方
に
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

▽ 

日
時
／
11
月
17
日
、
24
日
、
12
月
１
日
、
８

日
、
15
日
、
22
日
（
全
６
回
）

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

▽
場
所
／
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▽ 

内
容
／
文
法
の
基
礎
や
簡
単
な
日
常
会
話
、

ブ
ラ
ジ
ル
文
化
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
話

な
ど

▽ 

募
集
人
数
／
10
人
（
５
人
未
満
の
場
合
は

実
施
し
ま
せ
ん
。）

▽
申
込
締
め
切
り
日
／
11
月
10
日
（
火
）

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
か
り
ん
会
館
内
、
水
曜
日
休
館
）

　

薀
（
７
５
）
０
２
０
０

11
月
は
無
料
体
験
実
施
中
!!

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
の
会
員
に
な
っ
て
、

い
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
？
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道
・
食
育
標
語

　

平
成
21
年
度
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
養
成
講
座
の
第
４
回

目
が
９
月
25
日
、
満
濃
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
中
讃
保
健
福
祉
事
務

所
の
八
木
多
輝
子
さ
ん
＝
写
真
＝
に
よ
る
、

栄
養
と
調
理
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
講
義
内
容
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

基
本
は
、
正
し
い
栄
養
の
知
識
を

持
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

　

私
た
ち
は
食
べ
物
を
口
か
ら
取
り
入
れ
、

そ
の
栄
養
成
分
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生

命
を
維
持
し
、
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
健
康
は
、
毎
日
の

生
活
で
ど
の
よ
う
な
食
品
を
ど
の
よ
う
に
調

理
し
、
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
栄
養
素

　

栄
養
素
と
は
、
人
の
成
長
や
生
命
の
維
持
、

健
康
な
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
、
食
べ
物

を
通
し
て
外
か
ら
取
り
入
れ
る
必
要
の
あ
る

成
分
の
こ
と
で
す
。

　

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
の

う
ち
、
体
の
組
織
を
つ
く
る
「
タ
ン
パ
ク
質
」、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
る
「
脂
質
」「
炭
水
化

物
」
を
３
大
栄
養
素
と
い
い
、
骨
や
歯
の
栄

養
素
で
あ
る
「
無
機
質
（
ミ
ネ
ラ
ル
）」
と
体

の
働
き
を
円
滑
に
す
る
「
ビ
タ
ミ
ン
」
を
合
わ

せ
て
、
５
大
栄
養
素
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
食
物
繊
維
や
水
分
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

栄
養
素
の
特
徴
を
知
っ
て
、
食
生
活

に
生
か
す

　

骨
や
歯
の
構
成
成
分
で
あ
り
、
細
胞
内
の

情
報
伝
達
や
血
液
の
凝
固
に
か
か
わ
る
「
カ

ル
シ
ウ
ム
」
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒
に
取

る
と
、
効
率
的
に
体
内
に
吸
収
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
一
種

な
の
で
、
油
と
の
相
性
が
よ
く
、
調
理
の
際

に
そ
の
性
質
を
生
か
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　

糖
質
の
代
謝
に
必
要
な
成
分
で
あ
る
「
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
」
や
、
各
種
栄
養
素
の
代
謝
に

必
要
な
成
分
で
あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
」
は

普
段
の
食
事
で
不
足
し
が
ち
で
す
。
Ｂ
１
を

多
く
含
む
食
品
と
し
て
豚
肉
が
、
Ｂ
２
を
多

く
含
む
食
品
と
し
て
レ
バ
ー
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｂ
２
が
不
足
す
る
と
、
口
内
炎
に
な
り

や
す
い
の
で
、
そ
の
症
状
を
一
つ
の
目
安
と

し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
標
量
が
来
年
度

か
ら
、
男
性
は
９
グ
ラ
ム
未
満
、
女
性
は
７
・
５

グ
ラ
ム
未
満
に
な
る
こ
と
か
ら
、
塩
分
に
つ

い
て
も
気
を
付
け
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

食
品
の
栄
養
表
示
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
関
係

し
て
く
る
の
で
す
が
、
食
塩
相
当
量
（
グ
ラ

ム
）
を
算
出
す
る
に
は
、
表
示
さ
れ
て
い
る

ナ
ト
リ
ウ
ム
量
（
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
×
２
・
５
４

÷
１
、０
０
０
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

特
定
の
栄
養
素
に
偏
ら
な
い
こ
と
が

大
切

　

何
々
が
体
に
良
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ば

か
り
を
摂
取
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
大
切
な

の
は
、
あ
く
ま
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活改
善推進協議会の黒川喜代さん＝写真右。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各
支所の窓口で手に入ります。

絶賛放送中 

「ぬくもりと 
　笑顔のつまった 
　　みんなの食」 

高篠小学校6年 

川田 樹稀菜 

「いただきます 
　ごちそうさまに 
　　感謝をこめて」 

満濃中学校1年 

石� 雅大 

※所属名と学年は、応募時のもの 
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食改の 
食育だより 
食改の 

食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

牛乳 

具材はすべて 
粗みじん切り 

卵、みりん、しょうゆを 
ボウルに入れ、混ぜ合 
わせる。 

油を1/2量ひき、①の野菜をいため、 
②のボウルに入れて混ぜる。 

残りの油をひき、卵液を数回に分けて流し入れる。 
8等分し、2切れずつ器に盛る。 

カラフル卵焼き カラフル卵焼き 

完全栄養食品の卵を食べて、 
朝からしっかり体を目覚めさせよう。 

じゃこ飯、カラフル卵焼き、かぶのはちみつ漬け、 
秋野菜たっぷりみそ汁、梨、牛乳 

じゃこ飯、カラフル卵焼き、かぶのはちみつ漬け、 
秋野菜たっぷりみそ汁、梨、牛乳 

じゃこ飯 

かぶの 
はちみつ 
漬け 

卵焼き 

み
そ
汁 

卵焼きの 
中の野菜 

梨 

中心まで切り目を 
入れて開く。 

折り畳む。 

●エネルギー 98kcal ●タンパク質 6.5ｇ ●脂質 6.2ｇ ●食物繊維 0.5ｇ ●食塩 0.4ｇ 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●卵 4個　●ピーマン 1個　●パプリカ（赤） 1/2個　●長ネギ 10cm　 
●みりん 小さじ1と1/2　●薄口しょうゆ 小さじ1　●ひまわり油 小さじ1

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

1

4

2

3

マ
コ
モ
タ
ケ
・
食
育
だ
よ
り

　

今
回
マ
コ

モ
タ
ケ
＝
上

写
真
＝
の
栽

培
を
行
っ
て

い
る
の
は
、

今
年
４
月
に

発
足
し
た
地

域
振
興
研
究
会
（
近
石
義
則
会
長
）
の
皆
さ

ん
で
す
。
会
員
数
は
14
人
、
栽
培
面
積
は
町

内
全
体
で
約
40
ア
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
こ
の

団
体
は
、
町
内
に
あ
る
タ
ケ
ノ
コ
や
ヒ
マ
ワ

リ
油
な
ど
の
特
産
品
以
外
に
何
か
別
の
特
産

品
と
な
り
得
る
も
の
を
発
掘
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
マ
コ
モ
タ
ケ
を
栽

培
し
た
マ
コ
モ
タ
ケ
研
究
会
の
会
員
ら
も
今

年
か
ら
こ
の
会
に
加
わ
り
、
マ
コ
モ
タ
ケ
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
は
、
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
あ

る
マ
コ
モ
の
若
い
茎
が
肥
大
化
し
た
部
分
の

こ
と
で
す
。
中
国
で
は
、
高
級
食
材
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

減
反
政
策
で
休
耕
田
と
な
っ
た
土
地
を
有

効
活
用
し
よ
う
と
今
年
栽
培
し
た
の
は
３
種

類
。
収
穫
時
期
に
応
じ
て
、
早わ

生せ

、
中な
か

生て

、

晩お
く

生て

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
収
穫
は
９
月
下
旬

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
11
月
上
旬
に
販
売

さ
れ
る
の
は
晩
生
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
は
健
康
美
容
食
品
と
し
て
の

一
面
も
あ
り
、
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
こ
の
ほ
か
食
物
繊
維
や
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
含
み
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

　

素
材
の
味
を
楽
し
み
た
い
な
ら
生
で
食
べ

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
食
感
は
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
て
お
り
、
口
の
中
に
は
ほ
ん

の
り
と
甘
み
が
広
が
り
ま
す
。

　

調
理
例
と
し
て
は
、
天
ぷ
ら
や
酢
み
そ
あ

え
、
奉
書
焼
き
＝
左
写
真
＝
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
と
き
、
マ
コ
モ
タ
ケ
を
繊
維
に
沿
っ

て
切
る
と
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
マ
コ
モ
タ
ケ
は
、
道
の
駅
空
の
夢
も

み
の
木
パ
ー
ク
内
に
な
る
仲
南
道
の
駅
交
流

セ
ン
タ
ー
（
仲
南
産
直
市
薀
７
５
・
１
９
９
４
、

営
業
時
間
は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
※
11

月
の
場
合
）
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格

は
、
１
本
当
た
り
１
５
０
円
前
後
で
す
。

健
康
美
容
食
品
で
あ
る
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
を
一
度
、

ご
賞
味
く
だ
さ
い
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44

天
空
の
里
「
�
篭
野
」
 

つ

づ

ら

の
 

　

国
道
四
三
八

号
線
を
南
へ
、

三
頭
ト
ン
ネ
ル

の
一
㎞
ほ
ど
手

前
に
八
鷹
神
社

が
あ
る
。
そ
こ

を
左
へ
、
島
ケ

峰
に
向
か
っ

て
つ
づ
ら
折
れ
の
山
道
を
し
ば
ら
く
走
る
と
、

急
に
視
界
が
開
け
、
小
さ
な
集
落
に
出
る
。

鐚
篭
野
で
あ
る
。

　

讃
岐
山
脈
に
抱
か
れ
た
集
落
は
、
海
抜
が

六
百
五
十
ｍ
を
越
え
、
周
り
は
山
に
囲
ま
れ

て
、
な
だ
ら
か
な
盆
地
状
に
な
っ
て
い
る
。

初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
人
々
は
、
集
落
内

に
あ
る
水
田
を
見
て
一
様
に
驚
く
。
ま
さ
に

天
空
の
里
で
あ
る
。

　

集
落
内
に
は
氏
神
で
あ
る
山
積
神
社
の
ほ

か
に
、
金
毘
羅
さ
ん
や
お
大
師
さ
ん
も
祀
ら

れ
て
い
る
。

　

集
落
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
武
士
た

ち
が
、
こ
こ
を
安
住
の
地
に
選
び
、
刀
を
鎌

や
鍬く
わ

に
持
ち
替
え
て
、
自
ら
汗
し
、
大
変
な

苦
労
を
し
て
山
を
開
き
、
水
路
を
作
り
、
水

田
や
畑
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
子
々
孫
々
に

至
る
今
日
ま
で
慎
ま
し
く
そ
こ
に
住
ん
で
き

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
で
は
住
む
人
も
少
な
く
な
り
、
荒
れ
た

田
畑
も
増
え
て
き
た
。
十
数
年
前
ま
で
は
葉

た
ば
こ
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
て
い
た
。
中

で
も
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
は
、
高
冷
地
栽
培

の
先
進
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
の

名
前
す
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
明

治
末
こ
ろ
、
北
海
道
か
ら
縁
者
を
頼
っ
て
種

を
取
り
寄
せ
、
栽
培
を
始
め
た
と
い
う
。
品

質
も
良
く
多
く
の
人
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
は
金
毘
羅
街
道
の
一
つ
で

あ
る
阿
波
街
道
が
通
っ
て
い
た
よ
う
で
、
林

自
治
会
内
の
路
傍
に
、
マ
ル
に
金
の
字
が
彫

ら
れ
た
石
の
道
標
が
残
っ
て
い
る
。

　

全
讃
史
に
よ
る
と
、
大
内
郡
坂
本
（
現
在

の
東
か
が
わ
市
）
を
発
し
た
上
道
が
讃
岐
南

部
の
山
脈
地
帯
の
山
を
登
り
、
谷
を
越
え
、

川
を
渡
り
、
当
地
を
通
っ
て
伊
予
に
出
た
と

書
か
れ
て
い
る
。「
こ
の
道
は
崇
峻
帝
の
封
境

を
定
め
し
時
、
官
吏
往
返
す
る
所
の
道
な
り
」

と
あ
る
の
で
、
旅
人
は
上
古
か
ら
鐚
篭
野
の

地
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

今
、
昔
の
事
を
う
か
が
い
知
り
得
な
い
が
、

そ
こ
に
住
む
一
人
と
し
て
、
先
人
の
苦
労
や

精
神
を
思
い
起
こ
し
、
今
後
も
静
か
に
集
落

を
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。

（
文
責　

川
東　

宮
本
光
芳
）

　

今
年
の
10
月
3
日
は
、
十
五
夜
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
。
日
本
人
に
と
っ
て
十
五

夜
は
さ
ほ
ど
重
要
な
節
句
で
は
な
い
と

聞
き
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
十
五
夜
は
、
中
国
で
は
「
中

秋
節
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
家
庭
円
満
で
あ
る
こ
と
を
願
う
節

句
で
す
。
そ
の
た
め
、
実
家
を
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
人
も
よ
ほ
ど
の
理
由
が

な
い
限
り
帰
省
し
、
家
族
と
過
ご
す
の

が
一
般
的
で
す
。
毎
年
中
秋
節
の
前
後

は
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
生
じ
、
電
車
な
ど

の
切
符
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
道
路

が
混
雑
し
た
り
と
、
多
く
の
交
通
機
関

に
影
響
が
出
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
私
た

ち
中
国
人
に
と
っ
て
大
切
な
日
な
の
で

す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
日
に
家
庭
円
満
を
願

う
の
か
と
い
う
と
、
昔
か
ら
中
国
で
は

「
丸
」
と
い
う
形
は
円
満
を
意
味
し
、

満
月
は
家
庭
円
満
の
象
徴
と
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
家
庭
で
は
、
ザ
ク
ロ

や
リ
ン
ゴ
、
ザ
ボ
ン
な
ど
の
丸
い
果
物

や
、「
月げ
っ

餅ぺ
い

」
と
呼
ば
れ
る
ま
ん
じ
ゅ

う
の
よ
う
な
丸
い
形
の
お
菓
子
を
お
供

え
し
、家
族
み
ん
な
で
、丸
い
器
に
盛
っ

た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
わ
い
わ
い
話
を

し
た
り
、
供
え
て
い
た
果
物
や
月
餅
を

お
月
見
し
な
が
ら
食
べ
た
り
し
て
、
家

族
だ
ん
ら
ん
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

た
だ
最
近
で
は
、
自
宅
で
は
な
く
レ
ス

ト
ラ
ン
で
家
族
と
食
事
を
す
る
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
中
秋
節
の
過
ご
し
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
中
国
人
は
、
節
句
の
時
の
み

な
ら
ず
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
家
族

と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

遠
く
に
住
ん
で
い
て
会
う
の
が
難
し

け
れ
ば
、
頻
繁
に
電
話
を
し
、
家
族
と

の
会
話
の
時
間
を
持
ち
ま
す
。
今
、
母

国
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
研
修
生
の
多
く
が
時
間
の
都
合
を

つ
け
、
週
に
2
回
ほ
ど
は
必
ず
公
衆
電

話
ま
で
自
転
車
で
行
き
、
中
国
に
い
る

家
族
と
の
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
家
族
の
こ
と
が
心
配
だ
か
ら
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
に
い
て

も
家
族
と
の
関
係
を
大
切
に
し
た
い
か

ら
で
す
。

　

中
秋
節
の
過
ご
し
方
に
も
表
れ
て
い

る
よ
う
に
、
中
国
で
は
家
族
を
大
切
に

す
る
と
い
う
考
え
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
根
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文

化
を
私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（
買
田　

タ
ン
・
ホ
ン
シ
ャ
オ
、フ
ォ
ン
・

チ
ョ
ン
リ
ン
）

中
秋
節
に
象
徴
さ
れ
る
、
家
族
間
の
結
束

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉

蕎麦のハゼ干し
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33
シ
リ
ー
ズ
 

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
（5）
」
 

何
が
差
別
言
葉
？
言
葉
と
人
権

　

日
本
魚
類
学
会

は
２
０
０
７
（
平

成
19
）
年
に
「
メ

ク
ラ
、
オ
シ
、
バ

カ
、
テ
ナ
シ
、
セ

ム
シ
、
イ
ザ
リ
、

セ
ッ
パ
リ
、
ミ
ツ

ク
チ
」
の
９
つ
の
差
別
的
語
や
不
愉
快
語

な
ど
を
含
む
32
種
の
魚
類
の
標
準
和
名
を

改
称
し
ま
し
た
。「
人
権
に
対
す
る
配
慮
お

よ
び
差
別
的
語
を
含
む
一
部
の
標
準
和
名

に
お
け
る
言
い
換
え
や
言
い
控
え
に
よ
る

混
乱
を
収
め
る
こ
と
」
と
、
日
本
魚
類
学

会
標
準
和
名
検
討
委
員
会
は
改
称
の
理
由

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

▽
改
称
事
例
（
一
部
）

①
「
メ
ク
ラ
ウ
ナ
ギ
」

　
　

↓
「
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
」

②
「
セ
ム
シ
ク
ロ
ア
ン
コ
ウ
」

　
　

↓
「
ク
ロ
ア
ン
コ
ウ
」

③
「
ミ
ツ
ク
チ
ゲ
ン
ゲ
」

　
　

↓
「
ウ
サ
ゲ
ン
ゲ
」

④
「
ア
シ
ナ
シ
ゲ
ン
ゲ
」

　
　

↓
「
ヤ
ワ
ラ
ゲ
ン
ゲ
」

　

考
え
て
み
る
と
、
ほ
か
に
も
身
体
障
が

い
者
に
配
慮
し
て
「
片
手
落
ち
」
は
「
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
」
に
、「
ギ
ッ
チ
ョ
」
は
「
左

利
き
」
に
す
る
な
ど
、「
人
権
尊
重
は
言
葉

か
ら
」
と
の
気
持
ち
で
あ
な
た
も
日
ご
ろ

何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

秋
の
交
流
遠
足

▽
と
き
／
11
月
4
日
（
水
）

▽
行
き
先
／
樺
川
荘
（
高
松
市
塩
江
町
）、
大
窪
寺
（
さ
ぬ
き
市
）

▽
集
合
時
間
／
午
前
９
時
40
分　

▽
集
合
場
所
／
長
尾
会
館

▽
参
加
費
／
一
人　

２
、０
０
０
円

　

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
３
、０
０
０
円

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。【
問
い
合
わ
せ
先
】　

薀
（
７
９
）
２
０
２
１

『
ぼ
く
ら
が
作
っ
た
い
じ
め

の
映
画
』
を
読
ん
で

　

み
な
さ
ん
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
私
は
二
回

あ
り
ま
す
。
一
回
目
は
、
い
じ
め
に
つ

い
て
の
ま
ん
画
を
読
ん
だ
時
。
二
回
目

は
、『
ぼ
く
ら
が
作
っ
た
い
じ
め
の
映

画
』
と
い
う
本
を
読
ん
だ
時
。
こ
の

本
は
、
ま
ん
画
と
は
違
っ
て
、
実
際
に

あ
っ
た
い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
て
映
画

を
作
っ
て
い
く
話
で
し
た
。
こ
の
世
界

か
ら
い
じ
め
と
い
う
も
の
が
消
え
た
ら

ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
か
と
、
私
は
こ

の
時
、
い
じ
め
に
つ
い
て
そ
う
思
い
ま

し
た
。

　

親
友
だ
っ
た
ナ
ツ
キ
と
シ
オ
リ
の
関

係
が
く
ず
れ
、
シ
オ
リ
が
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
を
ま
き
こ
み
、
ナ
ツ
キ
を
い
じ
め

る
、
と
い
う
話
で
し
た
が
、
そ
の
い
じ

め
方
と
き
た
ら
、
ナ
ツ
キ
の
ノ
ー
ト
に

落
書
き
を
し
た
り
、
い
や
な
言
葉
を
書

い
た
紙
を
机
の
中
に
入
れ
た
り
し
て
、

私
は
ナ
ツ
キ
の
こ
と
が
か
わ
い
そ
う
で

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
に
悪
口
を
書
い
た
シ
オ
リ
の
気

持
ち
は
、
ど
ん
な
の
だ
ろ
う
か
。
書
い

て
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

楽
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
読
ん
で
い

て
、
私
は
だ
ん
だ
ん
腹
が
立
っ
て
き
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
シ
オ
リ
役
を
演
じ
て

い
た
人
は
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
か
楽

し
か
っ
た
と
か
思
わ
ず
、
む
し
ろ
逆
に
、

つ
ら
い
と
か
心
が
苦
し
い
と
思
っ
て
い

た
み
た
い
で
し
た
。
い
じ
め
を
し
て
い

る
人
も
実
際
は
こ
ん
な
に
も
つ
ら
い
ん

だ
と
私
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
映
画

で
は
、
ナ
ツ
キ
が
自
殺
し
そ
う
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
シ
オ
リ
が
勇
気
を
出
し

て
本
当
の
気
持
ち
を
伝
え
た
の
で
、
ナ

ツ
キ
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
笑
顔
を
取

り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
、
み
な

さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
一
つ
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
た
っ
た
少
し
の
勇
気

で
い
じ
め
を
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
今
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人

で
も
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
で
も
、
一

人
ぼ
っ
ち
の
人
で
も
絶
対
に
希
望
を
失

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
希
望
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
笑
顔
で
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
や
一

人
ぼ
っ
ち
の
人
が
い
た
ら
、
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
じ
め

な
ど
に
む
だ
な
時
間
を
使
わ
ず
、
笑
顔

の
時
間
を
ふ
や
し
た
い
で
す
。

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

高篠小学校
５年

大河内美紀
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　薀0877（23）2221　内線133

～薔 0120（794）713～
　11月21日（土）午前9時～午後5時、
長時間労働や賃金不払残業などに関
する電話相談に応じます。
　※平成22年4月1日から改正労働基
準法が施行されます。
【問い合わせ先】
香川労働局労働基準部監督課
　薀087（811）8918

◆第13回「いいお産の日」
◆日時／ 11月8日（日）正午～午後4
時※受付は午前11時30分～午後3時
◆会場／善通寺市子ども・家庭支援
センター（善通寺市文京町2－2－2）
◆内容／寸劇と座談会「助産師と語
ろう、お産の疑問は一気に解決！」、
マタニティーヨガ、ベビーマッサー
ジ、沐浴体験、妊婦ジャケット体験、
スリング講習、歯科相談、骨盤ケア、
母乳育児相談、お産相談、中西讃地
区各病院の紹介など◆その他／参加
費無料。申し込み不要。
【問い合わせ先】
いいお産の日実行委員会事務局
（しのはら助産院内）
　薀0877（98）4560
　※平日午前10時～午後6時

◆関節リウマチ講演会（無料）
◆日時／ 11月14日（土）午前10時～
正午◆会場／丸亀市保健福祉セン
ター（ひまわりセンター）4階研修会
議室1・2（丸亀市大手町2－1－7）◆
演題／リウマチの下肢の関節障害
◆講師／東藤　智先生（宇多津浜ク
リニック）◆その他／講演会終了後、
療養相談があります。
【問い合わせ先】
ＲＡほのぼの会　牛田
　薀0877（62）9398　※ FAX兼用

◆出張職業相談
◆日時／ 11月26日（木）午後1時30分
～午後3時30分◆会場／まんのう町
役場本庁3階第1会議室◆相談員／ハ
ローワーク丸亀の職員
【問い合わせ先】
ハローワーク丸亀　薀0877（21）8609

◆高齢化対応住宅講座（無料）
◆日時／ 11月18日（水）午後1時30分
～午後4時◆会場／香川県社会福祉
総合センター 7階第1中会議室（高松
市番町1－10－35）◆内容／老人ホー
ムやケアハウス、高齢者専用賃貸住
宅など多様な高齢者住宅の違いや、
選ぶ際のポイントなどを解説◆講師
／米沢なな子さん（高齢者住宅情報
センター大阪・センター長）◆定員／
70人（申込先着順）
【申し込み先／問い合わせ先】
香川県土木部住宅課住環境整備グ
ループ　薀087（832）3584

◆第2回公開医療セミナー
　（無料）
◆日時／ 11月29日（日）午後1時30分
～午後3時30分※午後1時から受付開
始◆会場／四国医療専門学校・3号
館（宇多津町浜五番丁62－1）◆演題
／循環器疾患のあれこれ～まずは
予防、でも罹

かか

ったらどうする！～◆
講師／水重克文先生（高松医療セン
ター院長）◆定員／ 100人（先着順）
【問い合わせ先】
四国医療専門学校　薀0877（41）2323

◆ 平成21年度陸上自衛隊高
等工科学校生徒採用試験

　この試験は、将来陸上自衛隊にお
いて、高機能化・システム化された
装備品を駆使・運用するとともに、
国際社会において自信を持って対応
できる自衛官となる者を養成するた
めに、中学校卒業者などを対象に採
用する制度です。
　入校と同時に、通信制高校に入学
し、高等学校の普通科と同等の教育
を受け、併せて技術陸曹として必要
な、防衛学、各種技術の専門教育や
各種訓練を受けながら、課程終了時
には、高等学校の卒業資格を取得で
きます。身分は自衛官でない「生徒」
で、手当の支給を受けながら高等学
校教育などを受けます。
◆応募資格／中卒（見込みを含みま
す。）17歳未満の男子◆受付期間／11
月1日（日）～平成22年1月8日（金）◆
第1次試験／平成22年1月23日（土）
【問い合わせ先】
自衛隊善通寺地域事務所
　薀0877（63）2363

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

9月届け出分

9月届け出分

 死亡者名 死亡月日 年齢 地区

  9. 1 89 長尾

  9. 2 90 吉野下

  9. 2 84 炭所西

  9. 3 83 吉野

  9. 5 94 長尾

  9. 7 83 新目

  9. 9 79 佐文

  9.10 86 新目

  9.10 84 七箇

  9.11 85 造田

  9.12 92 炭所西

  9.12 88 造田

  9.17 81 佐文

  9.22 77 川東

  9.23 97 山脇

  9.23 82 七箇

  9.27 71 七箇

  9.29 79 帆山

募　　集

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  8.26 豊 追上

  8.29 洸輔 追上

  9. 2 孝雄 買田

  9. 3 勇樹 造田

  9.10 裕司 真野

  9.10 智也 長尾

  9.10 裕之 追上

  9.13 健二 炭所東

  9.13 正樹 吉野

  9.19 慎一 七箇

  9.24 勇気 炭所東

  9.29 盟人 造田

催　し　物

全国一斉「労働時間相談ダイヤル」
（無料）を行います

大
おお

谷
たに

カメノ

小
こ

藤
ふじ

久
ひさ

市
いち

櫻
さくら

井
い

重
しげ

信
のぶ

かね

若
わか

美
み

代
よ

子
こ

竹
たけ

内
うち

　 豊
ゆたか

枝
し

園
えん

峰
みね

子
こ

北
きた

山
やま

庄
しょう

三
ぞう

谷
たに

江
え しげ

幸
ゆき

森
もり

藤
とう

千
ち

代
よ

子
こ

岡
おか

崎
ざき

キミ子
こ

お

坂
さか

文
ぶん

吉
きち

三
み

好
よし

文
ふみ

夫
お

青
あお

野
の

利
とし

孝
たか

石
いし

川
かわ

　 馨
かおる

尾
お

西
にし

實
じつ

男
お

かね

近
ちか

ヒサヱ

葛
くず

原
はら

峯
みね

子
こ

谷
たに

光
みつ

ツ ル

白
しら

川
かわ

稀
まれ

章
き

堀
ほり

川
かわ

　 奏
かなめ

大
おお

岡
おか

香
か

里
り

菜
な

長
なが

尾
お

蓮
れ お ん

臣

曽
そ

川
がわ

琥
こ

太
た

郎
ろう

中
なか

田
た

彩
あや

音
ね

森
もり

末
すえ

帆
ほ の み

美

森
もり

川
かわ

結
ゆう

愛
あ

森
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情
報
ひ
ろ
ば

◆対象者／①町内に住所を有し、接
種日現在において満65歳以上の者②
町内に住所を有し、接種日現在にお
いて60～64歳で、心臓、腎臓または
呼吸器の機能に自己の身辺の日常生
活活動が極度に制限される程度の障
害を有する者およびヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に日常生活
がほとんど不可能な程度の障害を有
する者◆実施期間／ 11月2日（月）～
12月26日（土）※各医療機関の休診
日を除きます。◆実施場所／県内の
指定医療機関◆自己負担金／ 1,000
円※生活保護受給者は無料。◆持参
物／①役場から対象者に郵送された
「季節性インフルエンザ予防接種（高
齢者）のお知らせ」のはがき②被保険
者証
【問い合わせ先】
まんのう町健康増進課
　薀0877（73）0126

　仲南地区で実施していた浄化槽市
町整備推進事業の終了に伴い、設置
済みの浄化槽の維持管理を目的とし
た『まんのう町公営設置浄化槽管理

条例案』について、「まんのう町パブ
リック・コメント手続要綱」に基づ
き、皆さまからのご意見を次のとお
り募集します。
◆資料入手方法／役場本庁、各支所、
美合出張所で閲覧可能。町ホームペー
ジ（http://www.town.manno.lg.jp）
からもダウンロード可。◆募集期間
／ 11月4日（水）～24日（火）※郵送の
場合は、同日必着。◆意見提出方法
／「まんのう町パブリックコメント
意見提出用紙」にご記入の上、次の
方法によりご提出ください。①住民
生活課、各支所、美合出張所のいず
れかへの持参②郵送（〒766-0022ま
んのう町吉野下430番地）③ファクシ
ミリ：0877（73）0111④電子メール：
jumin@town.manno.lg.jp
※電話による受付はいたしません。
【問い合わせ先】
まんのう町住民生活課
　薀0877（73）0101

　この最低賃金は、臨時やパート
を含むすべての労働者に適用されま
す。ただし、特定の産業（①冷凍調
理食品製造業②汎用機械器具、生産
用機械器具、業務用機械器具製造業
③電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製
造業④船舶製造・修理業、船用機関
製造業）については、特定最低賃金
が適用されます。
【問い合わせ先】
香川労働局労働基準部賃金室
　薀087（811）8919

　労働者（アルバイトを含みます。）
を一人でも雇っている事業主は労働
保険（労災保険、雇用保険）に加入す
る義務があります。
【問い合わせ先】
香川労働局総務部労働保険徴収室
　薀087（811）8917
丸亀労働基準監督署第2課
　薀0877（22）6244
丸亀公共職業安定所
　薀0877（21）8609

～薀0570（070）810～
◆期間／ 11月15日（日）～21日（土）
◆時間／午前8時30分～午後7時※土
日は、午前10時～午後5時◆相談員
／男女共同参画社会推進委員や人権
擁護委員、高松法務局職員
【問い合わせ先】
高松法務局人権擁護部第一課
　薀087（815）5312

　年末調整関係書類を事前にお送り
しますので、ご来場の際には必ずお
持ちください。
①◆日時／ 11月17日（火）午後2時～
午後4時◆会場／丸亀市綾歌総合文
化会館（アイレックス）・大ホール（丸
亀市綾歌町栗熊西1680）②◆日時／
11月18日（水）午後2時～午後4時◆
会場／丸亀市民会館・大ホール（丸
亀市大手町二丁目4－20）③◆日時／
11月19日（木）午後2時～午後4時◆会
場／善通寺市民会館・ホール（善通
寺市文京町三丁目3－1）
【問い合わせ先】
丸亀税務署法人課税第1部門

季節性インフルエンザ予防接種
の自己負担金を一部助成します

皆さまからのご意見
をお待ちしています

香川県最低賃金は、時間額652円
（平成21年10月1日から改定）

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」電話相談の開設

11月は
労働保険適用促進月間

「年末調整」説明会
を開催します
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親
子
や
友
達
同
士
で
楽
し
ん
だ
夏
の
風
物
詩

雨の中、カンフー演武を披露する金庸武術隊の皆さん

　第33回まんのうフェスティバルが8月1日、祓
川河川敷公園で開催されました。
　雲行きが怪しい中始まったこのイベントでは、
極真カラテ中山道場の皆さんによる板割りなどの
披露や、町交通安全母の会連合会による交通安全
ビンゴゲーム、まんのうなぎなたクラブ・満濃な
ぎなたスポーツ少年団・琴平高校なぎなた部によ
るリズムなぎなた、町商工会青年部による抽選大
会などが行われました。
　途中から激しい雨が降り出し、讃岐まんのう太
鼓の演奏は中止になったものの、盆踊りや花火の
打ち上げは雨の中予定どおり行われ、無事終了し
ました。

スケッチブックに書かれた文字から意味を当てる「連想クイズ」を行う桂こけ枝さん＝写真左

　ことなみサマーフェスタ2009が8月13日、琴
南中学校グラウンドで開催されました。
　午後5時に花火の打ち上げで開始されたこのイ
ベントでは、小中学生による空手道演武・剣道演
武や地元同好会による、ブラジル音楽で使用され
る太鼓「マラカトゥ」の演奏、地元アマチュアバ
ンド「ＭＡＣみあい」によるライブのほか、落語
家の桂こけ枝さんのトークショーが行われました。
ショーでは、落ちのある桂さんの軽妙な語りが会
場を盛り上げていました。
　その後、総踊り、200発の花火の打ち上げ、お
楽しみ抽選会があり、幕を閉じました。

琴
南
地
区
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
ら
の
成
長
を
後
押
し
し
た
２
泊
３
日
の
生
活

竹巻きパンを作る子どもら

　学校間や異年齢間の交流を図ろうと、まんのう出
会いキャンプが8月4日から6日にかけて、大川山
キャンプ場で行われ、町内の小中学校の児童・生徒
ら36人が参加しました。
　大川山の中腹から頂上まで歩くことから始まった
今回のキャンプでは、ボランティアスタッフなどの
協力の下、竹巻きパン作りやピザ作りといった普通の
キャンプではなかなか体験できない食事作りをした
り、国指定史跡の中寺廃寺跡を見学したりしました。
　ある者はリーダーとしての役目を経験し、またあ
る者は交流範囲を広げるなど、このキャンプを通し
て、参加者一人一人が何かを得たことが最終日の参
加者らの顔からうかがえました。

記念撮影に臨む新成人ら

　まんのう町成人式が8月16日、町民文化ホールで
開催されました。
　今回の成人式には新成人となる278人のうち148
人が参加しました。式典では、恩師の言葉として新
居律子先生、岡原秀和先生、中家美廣先生の順で、
新成人に向けて、「遅刻をしない。信用第一」と自
身が大学の先生から言われた、今も大切にしている
教えを伝えたり、アカペラで歌を歌いその歌詞をお
祝いの言葉として送ったりするなどしました。
　讃岐まんのう太鼓の勇壮な演奏を楽しんだ後は、
1年後の自分にあてた手紙を書く時間があり、参加
者らは真剣な面持ちで将来の自分を想像しながら手
紙を書いていました。

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識
し
た
式
典

第33回まんのうフェスティバル ことなみサマーフェスタ2009

まんのう出会いキャンプ まんのう町成人式

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

11月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

Event Schedule in November
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11
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

日 行　事　名 時　間 場　所

2（月）日 栄養相談（要予約／健康
増進課薀73‐0126） 役場本庁

4（水）日 ポリオ 13:00～14:00 満濃農改センター

5（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

9（月）日 胃がん検診・子宮がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

10（火）日 健康相談 13:30～14:00 福良見中筋集会所

11（水）日
大腸がん検診検体収集 8:30～13:00 健康増進課、仲南支所、琴南支所、美合出張所

心配ごと相談 9:00～12:00 琴南総合センター

乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

12（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00吉野体育館

身体・知的障害者相談 13:30～16:30仲南支所

13（金）日 大腸がん検診検体収集 8:30～13:00 健康増進課、仲南支所、琴南支所、美合出張所

16（月）日 健康相談 13:30～14:00大口公民館

17（火）日 大腸がん検診検体収集 8:30～13:00 健康増進課、仲南支所、琴南支所、美合出張所

18（水）日
ポリオ（予備日） 13:00～13:30満濃農改センター

健康相談 13:30～14:00天神集会所

19（木）日

大腸がん検診検体収集 8:30～13:00 健康増進課、仲南支所、琴南支所、美合出張所
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

人権相談 10:00～15:00 仲南支所

2歳児健診 13:00～14:30 仲南農改センター

20（金）日
行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

健康相談 13:30～14:00 買田集会所

25（水）日 乳幼児健診 13:00～14:30 満濃農改センター

26（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

健康教室 10:00～10:30 エピアみかど

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

健康相談 10:30～11:30 エピアみかど

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

27（金）日
栄養教室（メタボの予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73‐0126）

9:30～12:30 満濃農改センター

28（土）日
無料法律相談（要予約／
まんのう町商工会薀73
－3711）

まんのう町商工会館

日 科 医療機関名 電話番号

1日 内科 林医院 75－5125

3日
内科 岩闢医院 75－5161

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

8日
内科 岩佐病院 73－3535

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

15日
内科 小国医院 75－2317

外科 岩佐病院 73－3535

22日 内科 おおにし病院 75－5101

23日 内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

29日 内科 森内科医院 73－4188

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 9月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 51（37） 304（272）

人身（件） 14（18） 137（150）

死亡（件） 0（ 0） 2（ 5）

救急出動
火災（件） 2（ 1） 12（ 15）

救急（件） 80（83） 702（715）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

9
月
27
日（
日
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

神野公民館
グラウンド
参加:70人

優　勝：末久　忠（吉野）

準優勝：前田宏一（四條）

第３位：田中博文（神野）

町内一斉清掃 
11月22日（日）実施 
住民生活課　�（73）0101
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仲南小学校  6年  近石 萌美 「私のくつ」 

仲南小学校  3年  豊福 一天 「動物たちの冬ごもり」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

心
に
残
っ
た
応
援
合
戦 

    

　
九
月
二
十
七
日
は
、第
五
回
秋
季
運

動
会
で
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
輝
け

こ
の一
瞬
！
集
ま
れ
み
ん
な
の
パ
ワ
ー
！
」で

す
。一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
、赤
、白
、

青
、黄
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
応
援
合
戦
、

玉
入
れ
、綱
引
き
、リ
レ
ー
で
得
点
を
競
い

ま
す
。 

　
応
援
合
戦
は
、一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
、一
学

期
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。リ
ー
ダ
ー

が
中
心
と
な
り
、並
ぶ
隊
形
、か
け
声
、

ポ
ー
ズ
な
ど
を
考
え
ま
す
。全
体
練
習
が

始
ま
る
と
、分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
や
や

り
に
く
い
と
こ
ろ
の
言
葉
や
ポ
ー
ズ
を
変

え
て
い
き
ま
す
。何
回
も
何
回
も
練
習
を

重
ね
て
や
っ
と
応
援
合
戦
が
で
き
上
が
り

ま
す
。ぼ
く
は
、リ
ー
ダ
ー
な
の
で
み
ん
な

を
ま
と
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。 

　
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー

ム
は
、一
番
得
点
が
低

か
っ
た
け
れ
ど
、み
ん

な
が
協
力
し
合
っ
て
が

ん
ば
っ
た
の
で
、と
て

も
満
足
し
て
い
ま
す
。 

気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
応
援
合
戦 

    

　
今
年
の
運
動
会

は
、全
校
生
八
十
五

名
が
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
り
ま
し

た
。全
校
生
の
種
目

は
も
ち
ろ
ん
、各
学

年
の
ダ
ン
ス
や
組
み
立
て
体
操
、親
子
競

技
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。 

　
そ
の
中
で
、わ
た
し
が
紹
介
し
た
い
の

は
、応
援
合
戦
で
す
。み
ん
な
の
気
持
ち

を
盛
り
上
げ
、そ
の
色
を
一つ
に
す
る
大
切

な
も
の
で
す
。練
習
は
と
て
も
大
変
で
、

わ
た
し
が
説
明
し
て
い
て
も
全
然
聞
い
て

く
れ
な
か
っ
た
り
、遊
び
出
し
た
り
す
る

子
も
い
ま
し
た
。動
き
を
覚
え
て
な
か
っ

た
り
、大
き
な
声
が
出
な
か
っ
た
り
し
て
、

毎
日
、昼
休
み
に
練
習
し
ま
し
た
。少
し

ず
つ
動
き
が
そ
ろ
い
、み
ん
な
が一つ
に
な
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。 

　
本
番
は
大
成
功
で
、今
ま
で
の
努
力
が

む
だ
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　さぬきバイカーズミーティング実行委員会長の藤
嶋義紀さん＝写真左＝が9月15日、まんのう町へ寄
附をしていただきました。 
　今回の寄附は、ことなみ土器どきひろばで行われ
た第10回さぬきバイカーズミーティングの会場内で
のチャリティーオークションやチャリティーショップの
売上金と、イベント収益の一部を充てたものです。 
　このイベントは、バイクを通してさまざまな楽しみ
を参加者と共有しようと平成12年に琴平町で開催
され、平成16年から現在の会場で行われています。 
　今後、このイベントがモーターサイクル文化の発
展にますます寄与していくことが期待されます。 

開催地への恩返し 

琴南小学校  6年 
堀江  真紀 

今月の 
リポーター 

琴南小学校  6年 

村松　学 

今月の 
リポーター 




